
(57)【要約】
【課題】窒化アルミニウム焼結体を製造する際に、一度、反りが生じた窒化アルミニウム
焼結不良品を廃棄するのではなく、再度、製品として使用可能とするために、該不良品を
焼成し、反りを解消する焼結不良品の再生方法を提供する。
【解決手段】　焼結助剤を使用して得られる窒化アルミニウム焼結体のうち、反りが生じ
た窒化アルミニウム焼結不良品を選別し、該窒化アルミニウム焼結不良品を不活性ガスで
置換した窒化アルミニウムまたは窒化ホウ素製の密閉容器内で、１７００℃以上の温度で
５時間以上焼成することを特徴とする窒化アルミニウム焼結不良品の再生方法である。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 焼 結 助 剤 を 使 用 し て 得 ら れ る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の う ち 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 選 別 し 、 該 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 不 活 性 ガ ス で 置 換 し た 窒 化
ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 内 で 、 １ ７ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で ５ 時 間 以 上 焼
成 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 再 生 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 反 り の 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の 不 良 品 を 再 生 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。 詳 し く は 、 反 り の 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 特 定 の 条 件 下 で 再 度 、 焼 成 す る こ
と に よ り 、 反 り を 解 消 す る こ と が で き る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 再 生 方 法 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 は 高 い 熱 伝 導 率 を 有 し て お り 、 半 導 体 装 置 の 放 熱 基 板 等 に 使 用
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 は 下 記 の 製 造 方 法 に よ っ て 生 産 さ れ て い る 。 即 ち 、 窒
化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 は 、 先 ず 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 に 焼 結 助 剤 と 、 結 合 剤 、 分 散 剤 、 可
塑 剤 、 溶 媒 等 を 添 加 し て 混 合 し た 後 、 得 ら れ た 混 合 物 を プ レ ス 成 形 、 ド ク タ ー ブ レ ー ド 法
等 に よ り 成 形 体 と し 、 得 ら れ た 成 形 体 を 脱 脂 し た 後 、 次 い で 、 前 記 成 形 体 を 脱 脂 し た 脱 脂
体 を 焼 成 用 の 容 器 に 入 れ 、 脱 脂 体 同 士 、 ま た は 脱 脂 体 と 容 器 と が 溶 着 す る の を 防 止 す る た
め 、 し き 粉 を 介 在 さ せ 、 脱 脂 体 を 焼 成 す る こ と に よ り 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 上 記 方 法 に よ り 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 場 合 、 得 ら れ る 焼 結 体 に 反
り が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 反 り の 発 生 を 押 え る た め に 、 様 々 な 検 討 が 行 わ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム の グ リ ー ン シ ー ト を 窒 素 雰 囲 気 下 、 空 気 中 の ２ 段 階 で 脱 バ イ
ン ダ を 行 っ た 後 、 荷 重 を か け な が ら 焼 成 す る こ と に よ り 、 反 り を 抑 制 す る 方 法 （ 特 許 文 献
１ 参 照 ） 、 窒 素 雰 囲 気 下 、 一 定 量 の 残 量 炭 素 分 を 有 す る 脱 脂 体 を 、 特 定 の 温 度 、 昇 温 速 度
で 焼 成 す る こ と に よ り 、 反 り の 発 生 を 抑 制 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 、 非 結 晶 質 炭 素 を
含 有 す る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 等 の か ら な る し き 粉 を 介 し て 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 成 型 体 を 多 段
に 積 層 配 置 し て 焼 成 す る こ と に よ り 、 変 形 を 抑 制 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 等 が 提 案 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 さ れ て い る 方 法 は 、 反 り が 少 な い 窒 化 ア ル
ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 得 る た め の 方 法 で あ り 、 一 度 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の
不 良 品 を 再 生 す る 方 法 で は な く 、 未 だ 該 不 良 品 を 再 生 す る 方 法 は 提 案 さ れ て い な い の が 現
状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ９ ０ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ３ ３ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ２ ２ ９ ８ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 一 度 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の 不 良 品 を 選 別
し 、 該 不 良 品 の 反 り を な く し て 再 生 す る こ と が で き る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 再 生
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方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 等 は 上 記 技 術 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 研 究 を 行 っ て き た 。 そ の 結 果 、 反 り が 発 生
し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 中 で
、 再 度 、 不 活 性 ガ ス 下 に て 焼 成 す る こ と に よ り 、 反 り を 解 消 で き る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 焼 結 助 剤 を 使 用 し て 得 ら れ る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の う ち 、 反 り が
生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 選 別 し 、 該 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 燒 結 不 良 品 を 不 活 性 ガ
ス で 置 換 し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 内 で 、 １ ７ ０ ０ ℃ 以 上 の 温
度 で ５ 時 間 以 上 焼 成 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 再 生 方 法 で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 品 と し て 再 生 す る こ と が 可
能 と な る た め 、 焼 結 体 製 品 の 歩 留 向 上 に 貢 献 す る こ と が で き 、 更 に 、 不 良 品 を 低 減 す る こ
と が で き る た め 、 廃 棄 物 の 削 減 に も つ な が る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 は 、 通 常 の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ
ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 す る も の で あ り 、 製 品 と し て は 使 用 で き な い 程 度 反 り が 生 じ
た も の で あ る 。 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 と は 、 デ ジ マ チ ッ ク イ ン ジ ケ ー タ ー に よ
り 測 定 し た 基 板 の 反 り の 値 が 、 １ ０ ０ μ ｍ 以 上 の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 は 、 前 記 の 通 り 、 通 常 の 窒
化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 す る も の で あ る か ら 、 該 焼 結 不 良 品 に 使 用 す る
窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 は 、 公 知 の 純 度 、 粒 径 の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 具 体 的 に は 、
酸 素 含 有 量 が ３ 質 量 ％ 、 平 均 粒 径 ０ ． ０ ５ ～ ５ μ ｍ の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 は 、 焼 結 助 剤 を 使 用 し て 窒 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 す る も の で あ る 。 使 用 す る 焼 結 助 剤 は 、 特 に 制 限 さ れ る
も の で は な く 、 公 知 の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 具 体 的 に は 、 希 土 類 金 属 化 合 物 及 び ／
又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 化 合 物 で あ っ て 、 平 均 粒 径 １ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ５
μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 ま た 、 使 用 す る 量 も 特 に 制 限 さ れ る も の で は な い が
、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ０ ． １ ～ １ ０ 重 量 部 使 用 す る こ と が 好 ま
し く 、 １ ～ ７ 重 量 部 使 用 す る こ と が 更 に 好 ま し い 。 前 記 範 囲 で 焼 結 助 剤 を 使 用 す る こ と に
よ り 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 中 に 焼 結 助 剤 が 含 ま れ る た め 、 後 記 の 再
生 条 件 に お い て 、 反 り を 解 消 で き る た め も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 尚 、 後 記 の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 反 り が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ
ム 焼 結 不 良 品 に は 、 １ ０ ～ ４ ０ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 焼 結 助 剤 が 残 存 し て い る 。 こ の 残 存 し て い
る 焼 結 助 剤 が 、 後 記 の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 焼 成 す る 場 合 に お い て 、 有 効 に 作 用
す る た め 、 反 り が 解 消 で き る も の と 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造
す る 際 に 発 生 す る も の で あ り 、 即 ち 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 と 焼 結 助 剤 粉 末 に 、 公 知
の 結 合 剤 、 分 散 剤 、 可 塑 剤 、 溶 媒 等 を 混 合 し て 、 プ レ ス 成 形 、 ド ク タ ー ブ レ ー ド 法 等 に よ
り 成 形 体 を 作 成 し 、 該 成 形 体 を ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ℃ 、 １ ～ １ ０ 時 間 、 脱 脂 し て 脱 脂 体 を 得 、
次 い で 、 該 脱 脂 体 を １ ５ ５ ０ ～ １ ９ ０ ０ ℃ 、 １ ～ ５ ０ 時 間 、 焼 成 し て 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼
結 体 を 製 造 す る 場 合 に 発 生 す る も の で あ る 。 こ の 時 、 脱 脂 す る 際 の 雰 囲 気 は 、 特 に 制 限 さ
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れ る も の で は な く 、 空 気 中 、 窒 素 中 、 水 素 中 等 の 任 意 の 雰 囲 気 下 に て 脱 脂 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 焼 成 す る 際 の 雰 囲 気 も 、 特 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 窒 素 、 ア ル ゴ ン 等 の 不
活 性 ガ ス の 雰 囲 気 下 、 カ ー ボ ン ガ ス が 存 在 す る 還 元 雰 囲 気 下 等 で 焼 成 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 が 発 生 す る 原 因 は 明 ら か で は な い が 、 窒
化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 、 成 形 体 の 厚 み ム ラ 、 脱 脂 す る 際 の 炉 内 の 温 度 ム ラ
、 脱 脂 不 足 、 焼 成 す る 際 の 炉 内 の 温 度 ム ラ 、 し き 粉 の ム ラ 、 脱 脂 ・ 焼 成 時 に お け る 押 板 （
反 り 防 止 ） の 荷 重 不 足 等 が 原 因 で 発 生 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 前 記 方 法 に よ り 焼 成 し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 の う ち 、 反 り が 生 じ た
窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 選 別 し て 、 該 不 良 品 を 再 生 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 再 生 す る に は 、 不 活 性 ガ ス で 置 換
し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 内 で 、 １ ７ ０ ０ ℃ 以 上 で ５ 時 間 以 上
焼 成 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 不 活 性 ガ ス は 、 特 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 前 記 の 通 り 、 窒 素
、 ア ル ゴ ン 等 が 挙 げ ら れ 、 中 で も 窒 素 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 焼 成 す る 際 に は 、 不 活 性 ガ ス で 置
換 し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 内 で 行 う 。 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ま た
は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 は 、 耐 久 性 も あ り 、 更 に 、 ガ ス を 透 過 し な い た め 、 カ ー ボ ン 炉
で 焼 成 を 行 っ た 場 合 で も 、 密 閉 容 器 内 を 不 活 性 ガ ス の 雰 囲 気 下 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 密 閉 容 器 は 、 図 １ に 示 す 通 り 、 容 器 本 体 １ と 蓋 ２ か ら な る 構 成 の
も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 容 器 本 体 １ と 蓋 ２ と が 接 触 す る 部 分 の 両 者 の 表
面 粗 さ Ｒ ａ が 、 ０ ． ８ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 、 密 閉 性 を 高 め る こ と が で き る た め 好 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 焼 成 す る 温 度 は 、 １ ７ ０ ０ ℃ 以 上
で あ り 、 焼 成 す る 時 間 は 、 ５ 時 間 以 上 で あ る 。 焼 成 温 度 が １ ７ ０ ０ ℃ 以 下 、 焼 成 時 間 が ５
時 間 未 満 で あ る 場 合 に は 、 反 り が 十 分 に 解 消 さ れ な い 。 尚 、 焼 成 時 間 は 、 好 ま し く は １ ０
時 間 以 上 で あ る 。 焼 成 温 度 、 焼 成 時 間 の 上 限 は 特 に 制 限 さ れ る も の で は な い が 、 工 業 的 な
生 産 を 考 慮 す れ ば 、 焼 成 温 度 １ ９ ０ ０ ℃ 以 下 、 焼 成 時 間 は ５ ０ 時 間 以 下 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 反 り が 解 消 さ れ る 原 因 は 明 ら か で
は な い が 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 不 活 性 ガ ス で 置 換 し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム
ま た は 窒 化 ホ ウ 素 製 の 密 閉 容 器 内 で 焼 成 す る こ と に よ り 、 還 元 雰 囲 気 の 影 響 を 受 け る こ と
な く 、 前 記 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 内 で 焼 結 助 剤 成 分 が 反 応 す る た め 、 焼 結 体 が 再 緻
密 化 さ れ 、 そ れ に よ っ て 反 り が 改 善 さ れ る も の と 推 定 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 実 施 例 に て 本 発 明 に お け る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 焼 成 法 を 説 明 す る 。 下 記
に 示 す 焼 結 助 剤 を 含 む 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の 再 焼 成 法 は 一 例 で あ り 、 下 記 の 実 施
例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ） 反 り 検 査
株 式 会 社 ミ ツ ト ヨ 製 デ ジ マ チ ッ ク イ ン ジ ケ ー タ ー を 使 用 し て 焼 結 体 の 反 り を 測 定 し た 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 例 １
　 平 均 粒 子 径 １ ． ５ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 焼 結 助 剤 と し て
酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 粉 末 を ５ 重 量 部 、 分 散 剤 と し て ソ ル ビ タ ン ト リ オ レ エ ー ト を ０ ． ６ ５ 重
量 部 、 結 合 剤 と し て ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル を ８ 重 量 部 、 可 塑 剤 と し て ジ ブ チ ル フ タ レ ー ト
を ４ ． ７ ２ 重 量 部 、 溶 媒 と し て ト ル エ ン を ６ ２ ． ４ 重 量 部 、 エ タ ノ ー ル を ３ ６ ． ４ 重 量 部
、 ブ タ ノ ー ル を ５ ． ２ 重 量 部 加 え た 混 合 物 を ボ ー ル ミ ル で 混 合 し 、 脱 溶 媒 し た 後 、 ド ク タ
ー ブ レ ー ド 法 に よ り シ ー ト 成 形 を 行 っ た 。 得 ら れ た シ ー ト よ り ６ ９ ｍ ｍ 角 、 厚 さ １ ． ４ ｍ
ｍ の 成 形 体 を 作 成 し た 。 こ の 成 形 体 を 乾 燥 空 気 中 、 ５ ５ ０ ℃ で ４ 時 間 脱 脂 し た 。 次 い で 窒
化 ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 容 器 内 に 、 上 記 脱 脂 体 数 枚 を 、 し き 粉 を 介 在 さ せ 窒 化 ホ ウ 素 製 敷 板 に
よ り 上 下 挟 ん だ も の を 収 容 し 、 窒 素 雰 囲 気 中 、 １ ７ ８ ０ ℃ で ５ ０ 時 間 焼 成 し た 。 尚 、 反 り
が 生 じ た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 中 の 焼 結 助 剤 量 は ２ ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 焼 成 後 、 反 り が ２ ５ ０ μ ｍ 発 生 し た 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 の み を 選 別 し 、 蓋
と 容 器 本 体 が 接 触 す る 部 分 の 両 者 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ８ μ ｍ で あ る 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 製
の 密 閉 容 器 に 入 れ 、 窒 素 ガ ス で 容 器 内 を 置 換 し た 後 、 １ ８ ２ ０ ℃ 、 ５ ０ 時 間 焼 成 し た 。 得
ら れ た 焼 結 体 は 反 り が ７ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 ２
　 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 し た 反 り が ２ ６
０ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 焼 成 温 度 を １ ７ ２ ５ ℃ と し た 以 外 は 実 施 例 １ と
同 様 に し て 実 験 を 行 っ た 。 得 ら れ た 焼 結 体 は 反 り が １ １ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 ３
　 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 し た 反 り が ２ ５
５ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 焼 成 時 間 を １ ０ 時 間 と し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同
様 に し て 実 験 を 行 っ た 。 得 ら れ た 焼 結 体 は 反 り が １ ２ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 比 較 例 １
　 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 し た 反 り が ２ ４
０ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 焼 成 温 度 を １ ５ ０ ０ ℃ と し た 以 外 は 実 施 例 １ と
同 様 に し て 実 験 を 行 っ た 。 得 ら れ た 焼 結 体 は 反 り が ２ ０ ０ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 比 較 例 ２
　 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 し た 反 り が ２ ５
０ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 焼 成 時 間 を ２ 時 間 と し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様
に し て 実 験 を 行 っ た 。 得 ら れ た 焼 結 体 は 反 り が ２ ４ ０ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 比 較 例 ３
　 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 体 を 製 造 す る 際 に 発 生 し た 反 り が ２ ６
０ μ ｍ の 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 焼 結 不 良 品 を 、 密 閉 容 器 内 に 該 不 良 品 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、
非 晶 質 炭 素 を １ ５ ０ 重 量 部 い れ て 、 還 元 雰 囲 気 下 で 焼 成 し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て
実 験 を 行 っ た 。 得 ら れ た 焼 結 体 は 反 り が ３ ０ ０ μ ｍ で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 で 使 用 す る 代 表 的 な 密 閉 容 器 の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 容 器 本 体
２ 　 蓋
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【 図 １ 】
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